




























































































 ノオじ   ナユ
 NADH一フラビン・・『!コエンチームQトクロームC酸化酵素
 審査結果の要旨
 非硫黄光合成細菌の好気呼吸砂末端酸化酵素はRHPで脅るとする従来の説に疑問を持つた著
 者は新たな観点からこれを追求し、本菌の暗呼吸の末端酸化酵素はRHPてはなぐてa塑チトク
 ・一ムである事を証明している。著者は先ず酸化酵素標品を可溶化する事に成功したが,この標
 品及びこの標品のピリジンヘモク・一ムを分光学的に検索した結果,明らかにヘムaを持ったチ
 トク・一ムの存在する事を認めた。このa型チトク・一ムは哺乳動物のa+aに類似のもので3
 あ弘またこの菌には所謂チトク・一ムOは存在しないと考えてよい成績を得た。本菌のa型チ
 トク・一ム標品はチトク・一ム酸化酵素が示すべきすべての触媒活性を具えていたが、特に本酵
 素はcoによる阻害を比較的受け歎く,またその阻害の程度は用いたチトク・一ムGの種類にエ
 ってかなり大・きな相違を示すという著しい特激を持つ事が示された。著者は更に本酸化酵素標品
 中に結合しているO聾チトクロームの反応性1てっし・ても詳細な検討を行って・その酸化還元電位
 が約十〇・25Vてある事,コハク酸脱水素酵素系の電子伝達体と左り得る事その他を明らかにし
 た。それらの結果に基いてR.3P五eroid-GSの暗呼吸系の構成は,脱水素酵素系→チトク・一
 ムb・コエンチームQ、→1繭粒結合性チトクロームC→チトクローム1讃化酵素叶0。のようである
 事を確立した。本研究は呼吸系の進・1ヒ及ひ士〔較生1臨老的な見地から大きな意義を持つものである出
 したかつて本論文は学位を授与するlq蔑す'るもじ
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